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質問 

理事長が理事会で決議した訴訟提起の原告となることを拒否した場合、 

副理事長がこれを代理することはできますか。 

（相談概要） 

ある管理組合の理事会では、長期滞納者Ａに対し訴訟を提起し、滞納管理費等の支払いを請

求することにしましたが、管理者である理事長が原告となることを頑なに拒否したため、副

理事長の名をもって訴訟を提起することとしてもよいですか。 
なお、当該マンションの規約には「副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故があるとき

は、その職務を代理し、理事長が欠けたときは、その職務を行う。」旨規定されています。 

 

  回答 

理事長の職務拒否は、規約の「理事長に事故があるとき」に該当しないでしょう。規約の定

めは、病気や事故等で理事長の職務を行うことができない場合についての定めであり、その

職務を拒否している場合を含むとする解釈には無理があるのではないでしょうか。 
理事長に事故があるときは副理事長がその職務を代理しますが、だからといって、（理事長

に事故あるときに該当するか否かをひとまず置くとして）副理事長が管理者になるわけでは

ありません。 
したがって、副理事長個人が管理者として訴訟を提起することはできないと解するべきです。 
理事長に辞任してもらい、理事会で他の理事を理事長に選任したうえで、訴訟すべきです。 
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